
highlight205_pdf.pdf


 


 


 


 


 


 


 


寄付金速報 ― 2016-17 年度も残り３カ月 ― 
3 月までの寄付金は前年同期と比べて 6.6％減（普通寄付金 0.7％増、特別寄付金 10.3％減）、約


8千万円の減少となりました。過去 2年間、大口寄付が続いたため、今年度の寄付金はかなり減少


しているようにも見えますが、7月～3月の累計額は、2010 年度以降の同時期の平均額よりも上回


っています。残りの約 3カ月は、特別寄付金が主な寄付金収入となります。引き続き、米山記念奨


学事業へのご支援をよろしくお願い申し上げます。 


さまざまな寄付のカタチ ― 学友からの遺言寄付 ― 
遺言によって、指定した個人や団体へ指定した資産を残すことを「遺贈」


といいます。当会では 2000 年度から、遺贈によるご寄付に対応するため「遺


言寄付制度」を設けて、事業へご賛同いただける方のご意志を募っています。


大阪在住の米山学友で、元関西米山学友会会長の林小微さん（台湾／1983-84


／和歌山東ＲＣ）は、2009 年 1月、学友として初めて遺言寄付を申請してく


ださいました。そして、今年 3 月に事務局を再訪し、2 回目の遺言寄付を申


請されました。 


最初の申請の際は、寄付の事例として紹介することを固辞された林さんで


すが、今回は、「学友にもこのような制度があることを知ってほしい」との思いから、紹介するこ


とを了承してくださいました。 


 林さんからのメッセージ  


奨学会からの資料を⾒て「遺⾔寄付」という制度があることを知りました。2008 年に学友会の⽤事で⽶⼭事
務局を訪問したついでに、学友はできないのか聞いてみたところ、「できるが、まだ例はない」とのことでしたので、
「では、その第⼀号になりましょう」と申し出ました。主⼈の了解も得られたので、遺⾔寄付の申込書を提出し、
今回は⼆度⽬の申込みをしました。これで頂いた奨学⾦に対して、ご恩の「倍返し」ができました。これから 
「10 倍返し」できるよう、⻑⽣きしながら頑張りたいと思います。 
 


2017 学年度新奨学生オリエンテーションがスタート 
2017 学年度の奨学生は 795 人となりました。新規採用者が 615 人、継続者が 180 人です（4月 10


日現在）。国・地域別にみると、中国が 39.5％、次いでベトナム 13.8％、韓国 11.9％、台湾 5.0％


の順となっています。ベトナムは 2009 学年度以降、台湾を抜いて 3 番目に奨学生数の多い国とし


て著しく増加していましたが、今年は、韓国を抜いて 2番目に多い割合を占めています。プログラ


ム別では、学部・修士・博士課程ロータリー米山記念奨学金が 747 人（学部課程：292 人、修士課


程：265 人、博士課程：190 人）、地区奨励奨学金 15 人、クラブ支援奨学金 2 人、海外学友会推薦


奨学金 6人、海外応募者対象奨学金 25 人となっています。 


4 月～5 月にかけて各地区でオリエンテーションが開催されます。オリエンテーションは初めて


学生とカウンセラーが出会う場であり、奨学生としての義務やロータリーについて理解してもらう


場です。確約書に署名をした後、正式に米山奨学生となります。どうぞ温かくお迎えくださいます


ようお願いいたします。 
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タイ米山学友会が創立 5 周年の総会を開催 
タイ米山学友会の年次総会が 3 月 18


日、バンコク市内で開かれました。前国


王の喪に当たり非公開での開催でしたが、


学友 21 人とその家族のほか、学友会と親


交のあるタイ、日本のロータリアンも出


席し、総勢 41 人の親睦の集いとなりまし


た。 


2012 年の学友会創立を支援し、毎年の


総会に欠かさず出席しているビチャイ・


ラタクル元国際ロータリー会長からは、


「皆の活動は、間違いなく日タイの友好


関係につながっています。米山梅吉翁の期待通りに社会貢献に励む姿に感心


し、誇りに思います。これからも同じ考えの学友を増やして集い、良い活動


を続けられるよう応援しています」との温かい言葉が送られました。シュテ


ィカーン・テプサン会長は「今後も皆さまの励ましをもとに、学友の皆と一


緒に頑張っていきたい」と、力強く語りました。総会後は、全員で食事を楽


しみながら、各国の学友会訪問時に贈られた記念品や学友からの提供品など


のオークションが行われ、盛り上がりました。売上金はすべてニコニコボッ


クスに納められ、次の社会貢献活動に活用される予定です。 


地区研修・協議会用に米山の資料をお送りします 
地区研修・協議会でお使いいただける米山記念奨学会の資料を、 


3 月 23 日～4 月中旬にかけて全地区へ発送しました。今年の目玉は、


この 3月に完成したばかりの人気シリーズ、『米山学友


の群像 vol.5』！さまざまな分野で活躍する学友が目白


押しです。ぜひご活用ください。 


< 下記資料をお送りしています > 


・豆辞典（クラブ数×1部＋予備 20 部） 


・米山学友の群像 vol.5（同上） 


・クラブ米山奨学委員長の手引き（同上） 


・ＤＶＤ「ひろがれ！人づくりの輪」（説明者用１部） 


・「米山記念奨学会ＤＶＤシリーズのご紹介」チラシ 


／申込書（説明者用１枚） 
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